
「嶋谷市左衛門」小笠原諸島巡検 350 周年記念事業 

◎嶋谷が幕府から巡検を命じられたきっかけは？ 

 

６月号では、貞頼が実際に小笠原諸島を巡検したという記録は見つかっておらず、貞頼発見説は明ら

かとは言えないということを紹介しました。今月は、嶋谷が幕府から巡検を命じられるきっかけとなっ

た出来事について紹介します。 

記録の上で最初に小笠原島と思われる無人島に漂着した日本船は、阿波国・海部郡・浅川浦の勘右衛

門の持船でした。一行は、１６６９年（寛文９年）冬に紀州からみかんを載せて江戸に航行する途中、

海上で暴風に遭い南方に漂流し、翌年２月頃、現在の母島と思われる島に漂着しました。漂着直後に船

頭は死亡し船は破損しましたが、生存者たちは自力で流木や船材等を活用して小舟を造り、約 50 日逗

留のうえ八丈島を経て、同年 5 月に伊豆の洲崎に戻ってきました。 

日本船の漂流は江戸時代になって多くなりますが、要因としては、幕府が１６３５年（寛永 12 年）

には五百石積以上の大船の建造や日本人の海外渡航を禁止したため、外洋の航行技術が忘れ去られてし

まったことなどが考えられます。（注１） 

みかん船の無人島漂着の報告を受けて、幕府は、優れた測量術・航海術をもつ嶋谷に遠洋航海が可能

な大型船による巡検を命じました。このことから、無人島発見の知らせは、幕府にとって、とても大き

な出来事であったことが推察されます。 

８月号では、嶋谷は実際にどのような経路で無人島（小笠原の島々）にやってきたかについてご紹介

します。 

 

（注１） 田畑道夫著『小笠原島ゆかりの人々』小笠原村教育委員会 
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